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１． 航空重大インシデントの概要 

令和４年８月１５日１２時３２分ごろ、個人所属クリステン・インダストリー

式Ａ－１型ＪＡ４０８３（以下「Ａ機」という。）が、立教大学所属アレキサン

ダー・シュライハー式ＡＳＫ２１型（滑空機）ＪＡ２５２０（以下「Ｂ機」とい

う。）を曳
えい

航して、埼玉県熊谷市妻沼
め ぬ ま

滑空場の滑走路１４を離陸して飛行中、Ｂ

機がＡ機を上方から追い越す形になり、その際に曳航索が破断した。Ｂ機は高度

５００ｍで曳航索の離脱操作を行ったところ、破断してＢ機に残っていた曳航索

の一部（ポリエステル製、直径約７mm、推定長さ約６０ｍ、直径４cm の金属製接

続リング(以下「リング・ペア」という。)２個を含む推定重量約１.５kg）が落

下した。 

その後、Ａ機は、同３９分、Ｂ機は、同４４分、同滑空場の滑走路１４にそれ

ぞれ正常着陸した。落下した曳航索は、現在まで発見されておらず、地上の人や

物件への被害の報告はない。 

 

２． 調査内容 

これまでの調査の結果、以下の事実が判明した。 

 Ａ機にはドイツ連邦航空局の認可を受けた巻取式滑空機曳航装置が装備され

ており、同装置に設計荷重を超える荷重がかかると、スタビライザー*1内の曳

 
*1 「スタビライザー」とは、「エンドピース」とも称し、曳航索の滑空機側（被曳航機側）の先端に装着され

る金具であり、リング・ペアを介して、滑空機に接続するもの。曳航索はスタビライザーに通し、先端に８

の字の結び目を作り、スタビライザー内に収める。 

運輸安全委員会は、令和４年８月１５日に発生した個人所属クリステン・イン

ダストリー式Ａ－１型ＪＡ４０８３及び立教大学所属アレキサンダー・シュライ

ハー式ＡＳＫ２１型ＪＡ２５２０の航空重大インシデントに関し、３月２９日、

国土交通省航空局へ情報提供を行いました。 
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航索の先端に装着されているブレーキング・ポイント*2 が破断し、Ａ機側に

残った曳航索を同装置で巻き取ることができる仕組みになっていたが、Ａ機

が使用していた日本製の曳航索１の先端には、ブレーキング・ポイントが装

着されておらず、曳航索１は、ストップ・エッグ*3内の結び目で破断していた。

（別添図１・２参照） 

 このため、曳航索１、及び同装置の設計・製造者が推奨する曳航索２、並び

に同装置の設計・製造国であるドイツ連邦航空局の認可を受けた作業指示書

（以下「同作業指示書」という。）に記載されている型式のブレーキング・ポ

イント（以下「ブレーキング・ポイント(白色)」という。公称引張強度５０

０±５０daN）の引張強度試験を行ったところ、別添表１及び表２のとおりで

あった。 

 試験結果は、ストップ・エッグ内に一重の結び目を作った運用状態における

曳航索の引張強度が、ブレーキング・ポイント（白色）の引張強度の実測値

より弱くなることを示していることから、ブレーキング・ポイント（白色）

を正しく装着し、同装置の設計・製造者が推奨する曳航索２を使用した場合

であっても、ブレーキング・ポイント（白色）が破断する前に、ストップ・

エッグ内に作った結び目で曳航索が破断する可能性があることが判明した。

（別添図２～６参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 
*2 「ブレーキング・ポイント」とは、過大な荷重が曳航索にかかった際に破断して曳航索と滑空機を切り離

す金属製の板のことをいい、「ヒューズ」、「ブレーキング・ピース」、「ウイークリンク」又は「曳航索安全

装置」とも称する。 
*3 「ストップ・エッグ」とは、曳航機の後端からそれ以上曳航索が引き出されないようにするため、曳航索

の後端に設置されたストッパーで曳航索が止まるよう、曳航索に取り付けられた卵状の器具のことをいう。

ストップ・エッグの内部において曳航索に結び目を作ることにより、ストップ・エッグの位置がずれないよ

うにしている。これにより、曳航索にかかる引張り力が曳航機下部の巻取装置に直接伝わらないようにして

いる。 

【問い合わせ先】 

運輸安全委員会事務局 広報室 吉田、片山 

電話 03-5367-5027（直通） 
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図１ ブレーキング・ポイント 

別 添 
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図６ 結び目の位置で破断した状況 

（ストップ・エッグを開いた状態） 

図５ 引張試験の様子 

別 添 

図４ Ａ機の尾部 

（破断した曳航索を復元） 

図２ 同装置内の曳航索破断状況 

図３ 同作業指示書の図（抜粋） 

（日本語表記、リング・ペアの補助線及び 

部品の色付けは、運輸安全委員会が追加） 

 


